
 

蛍光物質の合成と測定 
総合科学系 15期 11班   

実験 1 フルオロセインの合成 

１.レゾルシン 0.1gと無水フタル酸 0.1gを試験管に入れた。 

２.レゾルシンと無水フタル酸が入った試験管に濃硫酸を 

 ２滴入れ、全体が赤色になるまでガラス棒で混ぜた。 

３.２でできた物質をガスバーナーの小さな炎で加熱しなが 

ら暗褐色になるまでガラス棒で混ぜた。暗褐色になった 

ら、室温になるまで冷やした。 

４.３でできた反応物を少量、別の試験管にとった。 

 エタノール 1ｍⅬと水 3ｍⅬの混合液にポリエチレ 

 ングリコールを混ぜたものを加え、均等に溶かした。 

５.４で得られた溶液に、水酸化ナトリウム水溶液を 

 加えた。 

 

実験 2 硝酸セリウムの合成 

１．濃度 0.04mol/1000mlの硝酸セリウム水溶液を作り、ピペットを用いて塩化 

カルシウム水溶液に 5ml添加した。 

２. 0.1mol/1000mlの塩化マンガン水溶液をホールピペットを用いて 4ml添加 

した。 

3. 0.1mol/1000mlの炭酸アンモニウム水溶液 100mlをシリンダーを用いて採取 

した。 

4. シリンダー中の炭酸アンモニウム水溶液を、直接、塩化カルシウム水溶液中に 

速やかに添加し、5分間ポリスマンを用いて撹拌した。 

5. 撹拌が終了したらブフナー漏斗を用いてろ過を行い、 乾燥後、蛍光体つきの 

ろ紙を回収した。 

 

結果１ フルオロセインの蛍光 

結果２ 硝酸セリウムの蛍光 

蛍光とは 

ある物質が外部からのエネルギーを吸収すると、内部の電子は基底状態から励起状態に

なる。励起状態の電子はエネルギーが高く不安定なので、エネルギーを光として放出す

る。これを蛍光という。 

 

結果 3 フルオレセインの蛍光スペクトル 

結果 4 硝酸セリウムの蛍光スペクトル 

希土類元素とは 

原子番号 21のスカンジウム Sc、39のイットリウム Y、57のランタン Laに、58のセリウ

ム Ce から 71 のルテチウム Lu までの 14 元素を加えた、合計 17 元素を表す。電子はエネ

ルギーが小さくなるように配置される。そうすると希土類元素は最も外側の電子殻が先に

埋まる。希土類元素は主に内側にある 4ｆ軌道での電子のやりとりによって蛍光を放って

いる。 

動機・目的 

蛍光について興味を持ったため、蛍光物質を作成した。 

今回、蛍光物質であるフルオレセインを合成した。 

また、希土類元素のセリウムの化合物である硝酸セリウムを 

合成し、蛍光物質を作成した。 

作成した蛍光物質の蛍光スペクトルを蛍光分光光度計を 

用いて測定した。 

考察 

フルオレセインは蛍光波長 532ｎｍの緑色の光を蛍光で出しているため緑色に見えている。 

それに対して硝酸セリウムは、蛍光波長 368.5ｎｍの紫色の光と 595ｎｍの黄色の光を出し、 

二つの色が混ざって赤色にみえている。 
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実験 3 蛍光分光光度計の測定 

フルオロセインと硝酸セリウムを合成して作成した蛍光物質の蛍光波長を蛍光分光光度計を用い

て測定した。 
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